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▲撤去される庁舎煙突

歳入の主な内容

歳出の主な内容

○国庫支出金
　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
○繰入金
○繰越金
○諸収入（社会福祉協議会委託事業精算金）

○庁舎煙突解体撤去工事
○地域づくり事業補助金
○まちづくり基金積立金
○臨時福祉給付金
○子育て世帯臨時特例給付金
○ごみ置き場整備工事
○住宅リフォーム補助金
○消火栓ボックス取替工事
○中学校駐輪場増設工事

2039万円
854万円
3706万円
202万円

1263万円
800万円
800万円
480万円
705万円
259万円
480万円
113万円
612万円

　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
16
日
に
開
会
し
発
議
２
件
、

条
例
の
改
正
２
件
、
補
正
予
算
４
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
案
１

件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
採
択
・
可
決
さ
れ
、
６
月

26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
よ
り

地域づくり事業補助金800万円を含む
7181万円の追加

一 般 会 計 補 正 予 算
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の

発
行
元
は

い
ず
れ
は
ひ
と
り
１
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

Ｑ  
10
月
１
日
交
付
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
は
、
市
町
が
発
行
す

る
の
で
す
か
。

Ａ  

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
か
ら
個
人
あ
て
に
申

請
書
が
送
付
さ
れ
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
返
信
し
て
い
た

だ
く
と
、
各
市
町
へ
カ
ー
ド
が

送
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
市
町

窓
口
で
交
付
と
な
り
ま
す
。

Ｑ  

算
数
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
関
係
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ  

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
教

科
書
に
準
拠
し
た
教
材
で
あ
り
、

教
師
が
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
電

子
黒
板
等
に
写
し
出
し
、
活
用

し
ま
す
。
一
方
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
は
、
端
末
に
タ
ッ
チ
ペ
ン

で
記
入
し
た
文
字
等
が
電
子
黒

板
等
に
映
し
出
さ
れ
、
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ

は
生
徒
・
児
童
ひ
と
り
１
台
を

目
指
し
ま
す
。

Ｑ  

応
益
負
担
軽
減
に
よ
っ
て

５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
対
象

者
か
ら
の
国
保
保
険
料
収
入
が

減
少
し
ま
す
が
、
予
算
措
置
は

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ  

国
か
ら
の
負
担
金
と
し
て

補
填
さ
れ
ま
す
が
、
予
算
措
置

は
、
減
少
額
が
確
定
し
た
後
に

行
い
ま
す
。

前
倒
し

　

役
場
庁
舎
の

　
　
　

煙
突
撤
去

Ｑ  

補
正
予
算
で
役
場
庁
舎
の

煙
突
解
体
工
事
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
が
、
計
画
に
よ
る
実
施
時

期
は
、
も
う
少
し
先
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

Ａ  

庁
舎
は
、
防
災
拠
点
で
あ

る
こ
と
か
ら
安
全
・
安
心
を
優

先
し
前
倒
し
し
て
施
工
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

意
見
書
を
関
係
機
関
へ
送
り
ま
し
た

〜
国
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
審
議
を
〜

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」「
国
際
平
和
支
援
法
案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書

　

こ
れ
ら
の
法
案
は
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
を
含
む
重
要
な
法
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

く
国
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
審
議
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
意
見
書
を
衆
・
参
両
院
議
長

宛
へ
送
り
ま
し
た
。

改
正
後
の

　

減
収
分
の

　
　

予
算
措
置
は

本
会
議
・
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ
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田
代
町
政
を
継
承
し

　
有
言
実
行
・
誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す

サマーフェスタ
　　ＡＳＡＨＩ開催

平成26年度　決算見込み
　

町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提

供
と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り

７
月
25
日
土
曜
日
に
町
民
ス
ポ

ー
ツ
施
設
に
お
い
て
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
タ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
を
開
催
し

ま
す
。

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

墓 地 公 園 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

　

こ
の
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
、
ご
厚
情
を
賜
り

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

皆
さ
ま
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

信
頼
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
町
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
町
は
近
年
、
道
路
、
教
育

・
福
祉
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
す
す
め
る
と
同
時
に
丘

陵
地
開
発
な
ど
に
よ
り
人
口
も

１
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、

元
気
な
町
と
し
て
歩
き
は
じ
め

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
育
て
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ま
が
こ
の
地
に
生
ま

れ
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
こ
と
に

誇
り
と
希
望
を
感
じ
る
朝
日
町

を
目
指
し
、
以
下
６
項
目
の
実

現
に
向
け
誠
心
誠
意
取
り
組
み

ま
す
の
で
住
民
の
皆
さ
ま
、
議

会
の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
の
所
信
表
明

町
長
の
所
信
表
明

行政報告行政報告

①子育て支援
　　幼児・児童・生徒の子育て、学習環境の向上
②高齢者・障がい者福祉の充実
　　高齢ケアの推進とひまわり作業所の建替
③町の活性化
　　農業・中小企業の支援、企業誘致の促進、歴史文化　
　を活かした旧東海道沿線のまちづくりの推進
④高度な安心・安全の実現
　　地震対策・風水害の防止・交通安全の向上
⑤絆づくりの推進
　　まちづくり協議会のリニューアルによる町民同士の　
　交流の推進
⑥行財政改革の推進
　　不断の行政改革による行政サービスの向上

会　　  計　　  別 収　　　入 支　　　出

49億2900万円

8億1800万円

5億5700万円

870万円

1億 800万円

5億6400万円

収益的収入 　　
4億5300万円

資本的収入 　　
1200万円

46億5200万円

7億1200万円

5億3300万円

630万円

1億 500万円

5億3500万円

収益的支出 　　
2億5600万円

資本的支出　　 
1億 400万円
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議
員　

栗
田
町
長
は
、
前
町
長

の
路
線
を
継
承
す
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
前
町
長
は
給
料

３
割
カ
ッ
ト
を
公
約
と
し
実
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
考
え
は
。

町
長　

報
酬
審
議
会
の
答
申
、

３
月
議
会
の
審
議
の
経
過
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

町
長
職
を
望
ま
れ
る
方
の
た
め

に
も
カ
ッ
ト
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
報
酬
以
上
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
勤
め
ま
す
。

議
員　

町
長
は
子
育
て
支
援
の

中
で
、
「
学
習
環
境
の
推
進
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
か

ら
の
要
望
・
要
求
は
、
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
、
中
学
校
給
食

な
ど
様
々
で
す
。
具
体
的
に
は
。

町
長　

エ
ア
コ
ン
設
置
、
給
食

制
度
の
推
進
は
早
急
な
対
応
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

議
員　

町
長
は
「
高
齢
者
の
ケ

ア
の
推
進
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ひ
と
く
く
り
に
ケ
ア
と
言

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が

具
体
的
に
は
。

町
長　

高
齢
者
の
ケ
ア
は
行
政

だ
け
で
は
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強

化
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
や

医
療
機
関
等
の
協
力
で
実
現
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

議
員　

朝
日
中
の
現
在
の
昼
食

状
況
は
。

教
育
長　

ほ
と
ん
ど
が
家
庭
か

ら
の
弁
当
持
参
で
す
が
、
デ
リ

バ
リ
ー
弁
当
も
利
用
可
能
で
す
。

議
員　

教
育
現
場
の
立
場
と
し

て
の
考
え
は
。

教
育
長　

家
庭
弁
当
は
内
容
や

栄
養
に
偏
り
が
で
ま
す
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
や
食
事
量
な
ど
、

個
人
に
対
応
し
た
食
事
が
で
き

る
等
の
利
点
が
あ
り
、
生
徒
に

と
っ
て
一
番
良
い
と
い
う
考
え

を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

県
内
の
完
全
給
食
化
率

の
低
さ
は
、
推
進
に
あ
た
り
弊

害
に
な
り
ま
す
か
。

教
育
長　

現
在
、
四
日
市
市
で

も
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
が
再
検
討

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の
状
況
や

課
題
へ
の
対
応
等
を
十
分
考
慮

し
て
い
る
こ
と
か
ら
弊
害
に
な

る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

優
先
順
位
や
時
期
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

町
長　

多
方
面
か
ら
情
報
を
収

集
し
て
い
く
中
で
優
先
順
位
は

左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
家

庭
環
境
状
況
の
調
査
や
学
校
・

子
ど
も
・
保
護
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
中
学
校
給
食
の
推
進
に
向

け
検
討
し
ま
す
。

報
酬
３
割
カ
ッ
ト
は
行
い
ま
せ
ん
か

所
信
表
明
全
般
に
わ
た
り

中学校の完全給食化について

完全給食に向けて今後の対応は

答 

報
酬
以
上
の
仕
事
が

　
　
　
　
で
き
る
よ
う
勤
め
ま
す

答 情報を収集し検討します

関村　勝治 議員

水谷　保之 議員

一般質問・所信表明に対する質問の回答
原稿は質問者が提出し、編集は
広報特別委員会で行っています。　

６月定例会では７人の議員が
一般質問を、また１人の議員が

所信表明に対する質問を行いました。
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議
員
　
町
の
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
旧
東
海
道
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。

町
長
　
旧
東
海
道
沿
線
に
は
、

古
く
か
ら
の
歴
史
や
文
化
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
橘
守
部
生

誕
地
跡
、
一
里
塚
跡
、
由
緒
あ

る
神
社
や
仏
閣
等
の
ほ
か
、
周

辺
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財
が

出
土
し
た
縄
生
廃
寺
跡
や
国
の

登
録
有
形
文
化
財
の
資
料
館
、

小
学
校
円
形
校
舎
な
ど
が
点
在

し
ま
す
。
近
年
で
は
こ
れ
ら
の

施
設
を
来
訪
す
る
方
も
増
加
し

て
お
り
、
道
路
舗
装
等
の
整
備

に
あ
わ
せ
、
沿
線
住
民
や
来
訪

者
、
歩
行
者
に
や
さ
し
く
、
景

観
に
も
配
慮
し
つ
つ
ま
ち
な
み

を
活
性
化
し
て
い
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

議
員
　
中
小
企
業
の
支
援
に
つ

い
て
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。

町
長
　
三
重
県
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
の
規
定
す

る
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
国
・

県
と
連
携
し
な
が
ら
時
代
の
変

化
に
対
応
で
き
る
施
策
を
実
施

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
中
小
企
業
の
実
態
の
把

握
状
況
は
。

町
長
　
朝
明
商
工
会
の
巡
回
指

導
や
窓
口
指
導
を
通
じ
て
事
業

者
の
抱
え
る
多
種
多
様
な
経
営

上
の
問
題
や
意
見
・
要
望
に
対

し
、
き
め
細
や
か
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

旧
東
海
道
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

ま
ち
な
み
の
活
性
化
に
つ
い
て

産業の活性化について

企業誘致の考え方は

答 

歩
行
者
に
や
さ
し
く
、
景
観
に
も

　 

配
慮
し
た
ま
ち
な
み
を
考
え
て
い
ま
す

答 働く場の確保とともに、財政基盤の
　 強化につながると考えます

宮本　秀治 議員

議
員
　
ま
ち
な
み
の
活
性
化
の

た
め
と
い
う
言
葉
を
文
言
通
り

に
読
め
ば
、
旧
東
海
道
と
い
う

道
路
と
そ
の
周
辺
の
住
宅
に
関

係
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

個
人
住
宅
も
含
み
ま
す
か
。

町
長
　
個
人
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長
　
働
き
盛
り
世
代
の
身
近

な
働
く
場
の
確
保
や
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
朝
日
町
に
住

み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
く
要
因
に
も

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
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議
員　

国
の
基
本
指
針
に
即
し

た
、
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

は
。

町
長　

防
災
、
衛
生
、
景
観
等

の
空
家
等
が
も
た
ら
す
問
題
に

関
係
す
る
内
部
部
局
が
連
携
し
、

空
家
等
の
増
加
を
抑
制
す
る
観

点
か
ら
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

議
員　

法
律
に
基
づ
く
、
空
家

等
へ
の
調
査
は
行
わ
れ
ま
す
か
。

町
長　

空
家
等
の
所
在
及
び
所

有
者
等
を
把
握
す
る
た
め
の
実

態
調
査
を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。

議
員　

空
き
家
再
生
等
推
進
事

業
を
含
め
、
国
・
県
の
補
助
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
ま
す
か
。

町
長　

実
態
調
査
に
基
づ
き
関

係
機
関
と
協
議
し
、
国
・
県
の

補
助
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
ま
す
。

議
員　

空
き
家
再
生
推
進
事
業

に
つ
い
て
今
後
、
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
行
い

ま
す
か
。

町
長　

景
観
、
防
災
・
防
犯
、

犯
罪
抑
止
な
ど
地
域
住
民
の
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
観
点
か

ら
、
改
修
等
に
よ
り
使
用
で
き

る
空
き
家
等
は
利
活
用
を
促
進

し
、
居
住
環
境
を
阻
害
し
て
い

る
空
き
家
等
は
除
去
す
る
な
ど

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

議
員　

農
業
用
水
路
２
号
幹
線

（
朝
日
町
・
川
越
町
専
用
）
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
土
地
改
良

区
に
よ
り
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

町
屋
用
水
２
号
幹
線
関

連
の
用
水
移
設
に
つ
い
て
三
重

県
四
日
市
建
設
事
務
所
及
び
産

業
建
設
課
か
ら
、
地
元
自
治
区

と
改
良
区
に
説
明
が
あ
り
ま
し

が
課
題
は
。

町
長　

移
設
区
間
以
外
の
上
流

側
１
０
０
ｍ
が
移
設
対
象
外
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

議
員　

町
屋
用
水
は
、
町
内
農

業
事
業
組
合
員
１
０
２
人
と
川

越
町
２
５
６
人
が
受
水
し
て
い

ま
す
。
水
路
移
設
区
間
以
外
の

上
流
側
約
１
０
０
ｍ
に
つ
い
て

は
、
敷
設
58
年
を
経
過
し
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
び

割
れ
や
漏
水
に
よ
り
移
設
改
修

が
必
要
で
す
が
考
え
は
。

町
長　

県
へ
要
望
し
ま
し
た
が
、

道
路
改
良
工
事
に
影
響
の
あ
る

必
要
最
低
限
の
区
間
し
か
対
応

で
き
な
い
旨
の
回
答
を
得
、
影

響
範
囲
外
の
区
間
に
つ
い
て
は

土
地
改
良
区
の
責
任
で
必
要
が

あ
れ
ば
改
修
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
設
改
修
事
業
で
残
さ
れ
た
上
流

　

約
１
０
０
ｍ
の
老
朽
区
間
の
改
修
を

農
業
用
水
路（
町
屋
用
水
２
号
幹
線
）改
修
に
つ
い
て

空家等対策の推進に関する特別措置法について

空家等対策計画の策定は

答 

県
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め

　
　 

土
地
改
良
区
で
お
願
い
し
ま
す

答 内部部局で今後検討します

星野　嘉寛 議員

渡邉　仁 議員

空
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議
員　

昨
年
、
防
衛
省
か
ら
の

町
内
の
高
校
３
年
生
の
名
前
及

び
住
所
の
情
報
提
供
の
要
請
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
か
。

町
長　

昨
年
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
く
閲
覧
制
度
に
よ

り
対
応
し
ま
し
た
。

議
員　

今
年
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
ま
す
か
。

町
長　

今
年
は
、
法
に
基
づ
く

正
当
な
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場

合
は
、
拒
む
理
由
は
あ
り
ま
せ

ん
。

議
員　

防
衛
省
か
ら
の
要
請
に

応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
法
的

根
拠
は
。

町
長　

住
民
基
本
台
帳
法
第
11

条
第
１
項
の
規
定
で
は
「
国
ま

た
は
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関

が
指
定
す
る
も
の
に
、
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
を
閲
覧

さ
せ
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
衛
省
か

ら
の
閲
覧
請
求
は
、
自
衛
隊
法

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
当
町

で
は
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

き
対
応
し
ま
し
た
。

防
衛
省
に
対
し
情
報
を

　
　
　
　
提
供
し
ま
し
た
か

防
衛
省
か
ら
の
自
衛
官
募
集
の
協
力
要
請
に
つ
い
て

図書館の祝日の開館と開館時間の延長について

祝日の開館と時間延長はできませんか

答 

閲
覧
制
度
に
よ
り
提
供
し
ま
し
た

答 祝日は、月曜を除き試行的に開館します

防犯・防災カメラの運用に関して

防犯・防災カメラ運用の
　　　　　適正性と災害時の対応は
答 運用基準等の策定と川越町との連携強化です

岡　順三 議員

清　将人 議員

議
員　

現
在
、
働
い
て
い
る
方

に
と
っ
て
図
書
館
を
利
用
で
き

る
の
は
、
日
曜
日
だ
け
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間
を
延
長
す

る
こ
と
で
町
全
体
の
節
電
に
な

る
と
共
に
、
お
年
寄
り
の
夏
場

の
熱
中
症
対
策
に
も
役
立
つ
と

思
い
ま
す
が
、
図
書
館
の
祝
日

開
館
と
時
間
延
長
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
標
の
一
つ
と
し
、
図
書
館

を
１
月
１
日
と
月
曜
日
を
除
く

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
休
日
に
つ
い
て
試
行

的
に
開
館
し
ま
す
。

　

開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

は
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

議
員　

運
用
基
準
等
の
ル
ー
ル

に
関
し
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
侵

害
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
地
域
防
犯
活
動
を
補
完
す

る
手
段
と
し
て
は
有
効
で
あ
り

地
域
団
体
等
が
設
置
す
る
も
の

も
含
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

画
像
等
の
取
扱
い
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
は
ど

の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

設
置
目
的
に
対
し
、
映

像
等
の
情
報
開
示
や
目
的
外
利

用
等
を
明
確
に
し
運
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
規
定
を

盛
り
込
む
よ
う
進
め
ま
す
。

議
員　

防
災
カ
メ
ラ
に
関
し
、

川
越
町
と
の
防
災
協
定
で
災
害

発
生
時
の
早
い
段
階
で
の
情
報

共
有
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

災
害
時
の
情
報
交
換
の

重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
協

定
内
容
の
具
現
化
の
為
、
連
絡

会
議
を
実
施
し
、
あ
ら
か
じ
め

避
難
の
内
容
等
を
取
決
め
、
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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▲川越町との防災協定調印式

議
員
　
エ
ア
コ
ン
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
る
県
内
の
情
報
は
あ

り
ま
す
か
。

町
長
　
中
学
校
で
エ
ア
コ
ン
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
桑
名

市
・
い
な
べ
市
・
木
曽
岬
町
・

東
員
町
・
川
越
町
で
１
０
０
％
、

亀
山
市
・
鈴
鹿
市
で
は
一
部
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
、
木
曽
岬
町
・
東
員
町
で
１

０
０
％
、
桑
名
市
・
い
な
べ
市

・
鈴
鹿
市
・
亀
山
市
で
一
部
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

な
べ
市
・
鈴
鹿
市
・
桑
名
市
で

現
在
検
討
中
で
す
。

議
員
　
町
長
は
学
習
環
境
の
向

上
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
室
温
測

定
の
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
に

向
け
て
早
急
な
決
断
を
求
め
ま

す
が
。

町
長
　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要

性
に
向
け
、
そ
の
根
拠
と
な
る

教
室
温
度
の
デ
ー
タ
を
継
続
し

本
年
度
も
６
月
よ
り
収
集
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
が

少
し
で
も
適
し
た
状
態
に
向
上

す
る
よ
う
、
早
期
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

議
員
　
高
齢
者
を
見
守
っ
て
い

く
活
動
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

行
政
の
考
え
と
施
策
は
。

町
長
　
行
政
側
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ご
近
所
の
方
の
見
守
り
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
見
守
り
、

民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
訪
問
等
さ
ま
ざ

ま
な
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
在
宅
福
祉
防
災
カ
ー

ド
の
シ
ス
テ
ム
の
一
部
改
修
を

進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
災

害
時
の
避
難
場
所
等
で
情
報
活

用
で
き
る
よ
う
な
要
援
護
者
台

帳
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
認
知
症

高
齢
者
等
の
行
方
不
明
者
捜
索

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
７
月
に
町
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

「
高
齢
期
の
生
活
に
つ
い
て
の

意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
、
今
後
の
高
齢
者
施
策
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

早
急
な
町
長
の
決
断
を

小
・
中
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
英
断
を

答 

早
期
に
整
備
し
て
い
き
ま
す

高齢者を見守る取り組みを

待ったなしの課題ですが
答 さまざまな皆さんの協力が不可欠です

野呂　徹 議員



　

議
会
だ
よ
り
、
№
１
５
９
号
を
お
届

け
し
ま
す
。　

　

今
年
６
月
か
ら
栗
田
新
町
長
の
も
と
、

初
の
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
議
会
で
は
、
新
町
長
の
所
信

表
明
演
説
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
住
民
の
方
々
に
傍

聴
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
町
政
に

対
し
、
私
達
議
会
も
住
民
の
皆
さ
ま
の

代
表
と
し
て
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

心
掛
け
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
７
人
の

議
員
か
ら
の
一
般
質
問
と
、
１
人
の
議

員
か
ら
新
町
長
の
所
信
表
明
に
対
す
る

質
問
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
り
ま
し
た
議
会
広
報
特
別

委
員
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

一
層
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
広
報
作
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

７
月
に
入
っ
て
も
梅
雨
が
明
け
ず
、

じ
め
じ
め
と
し
た
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
、
体
調
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
留
意
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
耕
治
（
記
）

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
水
谷
保
之

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
池
田
耕
治

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
清
　
将
人

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
星
野
嘉
寛

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
飯
田
德
昭

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

９月１日

９月３日

９月４日

９月11日

火

木

金

金

本会議

委員会

委員会

本会議

９：00

９：00

９：00

９：00

月　日 曜日 開会時間 区 分 適　　　　　　要

本会議は30人、
委員会は10人まで
傍聴できます。

平成27年　第３回定例会の予定

　

去
る
７
月
16
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
当

町
議
会
の
飯
田
議
長
が
第
33
代

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
間
で
、
全
国
９

２
８
町
村
議
会
の
代
表
と
し
て

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
等

の
中
央
会
議
へ
の
出
席
を
始
め
、

地
方
６
団
体
と
と
も
に
地
方
創

生
の
推
進
や
町
村
の
抱
え
る
多

く
の
課
題
解
消
な
ど
、
全
国
の

会
長
と
し
て
同
氏
の
益
々
の
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

第33代会長に
　飯田議長就任

全国町村議会議長会

行政報告・一般質問・
提案説明・質疑

総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

委員長報告・質疑・討論
・採決
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